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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の鍵で成る鍵盤部を備えた鍵盤楽器用の鍵変位量を検出する装置において、
　発光素子からの光を鍵で反射させこの反射光の強度に応じた信号を受光素子から出力す
るようにした送受光手段と、
　この送受光手段からの出力信号に基づいて、基準位置からの押鍵変位量を求める鍵変位
量検出手段と、
　隣接する鍵側に光が漏れるのを防止する遮光手段と、
　押鍵操作に際して鍵変位量の変化がフラットに成り始めた時を検出して、この検出時点
から予め設定した時間内の鍵変位量データを無視した鍵変位量データに基づいて押鍵速度
を求める押鍵速度演算手段と、を備えたことを特徴とする鍵変位量検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の鍵盤を備えた鍵盤楽器に用いるための鍵変位量検出装置の改良に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　複数の鍵盤から成る鍵盤部を備えた楽器、その中でもピアノは、ユーザーが押離鍵操作
を行うことによって楽音信号が出力される構成となっている。そして、ユーザーの押離鍵
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操作に際して押鍵速度や鍵変位量を求め、これを楽音出力に反映させるための技術は従来
から様々なものがあった。例えば、各鍵の下部に鍵変位量に応じてオンとなる接点を備え
たスイッチを設け、夫々の接点がオンになるタイミングを検出し、この検出した時間差に
基づいて押鍵速度を求める装置等が提案されてきた。また、各鍵に対してフォトリフレク
タ（反射型フォトインタラプタ）を設け、鍵に対する反射光の受光量に応じて検出される
検出電圧を求め、予め設定した近似式にこの求めた検出電圧を代入して、鍵変位量を求め
る鍵変位量検出装置も提案されていた（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特許第２７２７７１９号公報（第２－３頁、第６図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したような鍵変位量検出装置にあっては、各鍵にフォトリフレクタ
を備えるため、フォトリフレクタ間の光干渉による影響が全く考量されておらず、検出精
度が必ず良くなるというものではない。また、上述した装置にあっては、近似式を求める
のが簡単ではなく、この近似式が正確に設定できないと鍵変位量を正確に求めることがで
きず、その結果、押鍵速度のデータも正確に求まらないという問題があった。
【０００５】
　本発明は、かかる従来の課題を解決するためになされたもので、光干渉による鍵変位量
検出精度の低下を防止することや、これを利用して押鍵強度を正確に演算可能とする装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、複数の鍵で成る鍵盤部を備えた鍵盤楽器用の鍵
変位量を検出する装置において、
　発光素子からの光を鍵で反射させこの反射光の強度に応じた信号を受光素子から出力す
るようにした送受光手段と、
　この送受光手段からの出力信号に基づいて、基準位置からの押鍵変位量を求める鍵変位
量検出手段と、
　隣接する鍵側に光が漏れるのを防止する遮光手段と、
　押鍵操作に際して鍵変位量の変化がフラットに成り始めた時を検出して、この検出時点
から予め設定した時間内の鍵変位量データを無視した鍵変位量データに基づいて押鍵速度
を求める押鍵速度演算手段と、を備えたことを特徴とするようにした。
【０００７】
　本発明によれば、遮光手段が、隣接する鍵側に光が漏れるのを防止するので、各鍵に対
して本装置を適用しても、互いの光が干渉することを阻止することができ、隣接する鍵か
らの反射の影響も抑えることができるため、光干渉による鍵変位量検出精度の低下を防止
することができるようになる。
【０００８】
　そして遮光手段としては、１対の薄肉の直方体板を鍵配列の方向において対向するよう
に設け、この対向した１対の薄肉の直方体板（２枚の直方体板）の間に、前記発光素子と
これに近接して設けた前受光素子を配置する構成とするのが簡易で性能が良く好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、光干渉による鍵変位量検出精度の低下を防止することや、これを利用
して押鍵速度を正確に演算可能なる装置を実現できるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を図面を参照しつつ説明する。
【００１２】
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　　図１は本発明の最良の実施形態の鍵変位量検出装置１０００の構成図である。図１は
例えば８８個の鍵を備えた鍵盤部を有する消音ピアノにおける、鍵盤配列方向と垂直な方
向における断面図である。なお、鍵盤部は、図中手前側から奥側に複数の鍵を配列して構
成されている。鍵５はバランスピン３を支点として揺動可能に構成されており、これを確
実に行うためにフロントピン２が設けられている。
 
 
【００１３】
　符号２０は打鍵機構である。鍵５を押鍵すると、打鍵機構２０が働きハンマー２０が図
面上方向に回動して弦１０を打弦する。この時、鍵の先端部が、突起部１５を押し上げて
クランク部１４を作動させ金属線１２の張力を緩めて、弦１０を静止させていたダンパー
８の静止制御を解除する構成となっている。なお、図中の右側に示す幅ｄが押鍵深さと称
するパラメーターであり、離鍵状態であると押鍵深さｄは「０」であり（基準位置）、押
鍵操作を行っていくに従って押鍵深さが深くなっていく（換言すれば「ｄ」が大きくなっ
ていく）。
【００１４】
　さて、符号１は基板であり、その上面の図中真ん中よりやや右側には、遮光板４００と
センサー部１００とが設けられている。図３（ｂ）はこれらを図１中の符号Ａで示す方向
で見た場合の構成であり、また、図３（ａ）は図１中の符号Ａに示す方向と直角な方向（
図面正面方向）でこれらを見た構成図である。ＬＥＤ４１０（発光素子）とフォトトラン
ジスタ４２０（受光素子）とは近接して配置され、その両側には、肉薄の直方体型の遮光
板４００が、ＬＥＤ４１０とフォトトランジスタ４２０とを挟むようにして対向させた状
態で設けてある。こらにより、或る鍵に対するＬＥＤ４１０からの光やその反射光は他の
鍵側に漏れないようにされている。つまり、１対の薄肉の直方体板を鍵配列の方向におい
て対向するように設け、この対向した１対の薄肉の直方体板（２枚の）の間に、ＬＥＤ４
１０とこれに近接して設けたフォトトランジスタ４２０を配置する構成を採用し、或る鍵
に対するＬＥＤ４１０からの光や鍵からの反射光を、隣接する（隣合う）他の鍵のフォト
トランジスタ４２０が受光不能にしている。また、或る鍵と対となるフォトトランジスタ
４２０は、或る鍵に対するＬＥＤ４１０からの光が隣接する鍵の側面、底面に反射される
ことによる影響も受けない。
【００１５】
　図６は、図面左右方向に１つの鍵盤５の断面を示した図であり、点線はフォトトランジ
スタ４２０の受光エリアを示し、一点鎖線はＬＥＤ４１０の発光エリアを示している。な
お、横方向の点線は以下に述べる遮光手段を示したものである。上段の図面は遮光板を設
けない場合の検出範囲を示したものであり、中断の図面は、遮光板を、上面開口させた枡
型のものとした場合である。この場合には他の鍵との光干渉は防止できるものの検出範囲
はかなり狭くなる。一方、図面下段の１対の遮光板４００で、ＬＥＤ４１０、フォトトラ
ンジスタ４２０とを挟んで対向させている。この場合には、遮光板４００を用いない場合
と略同じ検出範囲を確保しながら、他の鍵との光干渉を防ぐことが可能になる。
【００１６】
　したがって、本実施形態によれば、遮光板４００、４００が、或る鍵に対して送受光さ
れる光が他の鍵に対して送受光される光と干渉することを阻止することができるため、光
干渉による鍵変位量検出精度の低下を防止することができるようになるという効果が得ら
れる。また、このような簡単な遮光機構であるため、ピアノの調律等のメンテナンス時に
埃等を清掃し易いという利点もある。
【００１７】
　次に、図２を参照して制御系を説明する。フォトトランジスタ４２０からの電圧信号は
Ａ／Ｄ部２１５によってアナログデジタル変換され、ＣＰＵ２００はこれを入力する。そ
して、図４に示すように押鍵深さｄとフォトトランジスタ４２０との関係は１対１となっ
ているので、これに従って押鍵深さｄを検出する。また、ＣＰＵ２００はタイマー２２０
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を備えていて、ＲＯＭ２０５に記録されているプログラムに従って動作を行い、この際Ｒ
ＡＭ２１０をワークエリアとして使用する。また、ＣＰＵ２００は、音源３００を制御し
てスピーカー３０５から所要の音楽信号を放音させたり、押鍵速度等の演算結果を必要に
応じて出力可能に構成されている。
【００１８】
　したがって、通常は、ＣＰＵ２００がＡ／Ｄ部２１５からのデジタル信号を受け取り、
これに対応する押鍵深さｄを求めることによって、鍵盤楽器の動作制御を行うことになる
。
【００１９】
　ところで、本発明者等の鋭意研究の結果、押鍵深さｄが時間変化に対して変化する場合
において、或る特徴のある特性を把握した。図５はこれを示す説明図である。図５（ａ）
は、鍵を中くらいの強さで押鍵した場合の押鍵深さの時間変化を示し、また図５（ｂ）は
、鍵を強く押鍵した場合の押鍵深さの時間変化を示し、さらに、図５（ｃ）は、鍵を弱く
押鍵した場合の押鍵深さの時間変化を示したものである。総ての図面が示すように、押鍵
を行っているにも係わらず、押鍵深さは比例的増加とはならずにフラット部が存在し、し
かもこのフラット部は押鍵強度にかかわらず４～５（ｍｓｅｃ）程度で同じ時間長である
。この点を考慮すると、フラット部においては、押鍵深さｄは時間変化に対して一定の値
となるから、正確な押鍵速度を演算して求める場合には、このフラット部に相当する時間
を差し引く必要がある。なお、フラット部の開始点の検出は、押鍵深さの時間変化が或る
しきい値よりも小さくなったことをもって判断すれば良い。
【００２０】
　図７はこの処理を行う場合の説明図である。先ず、ＣＰＵ２００が、ステップＳ７００
においてフラット部が開始したか否かを判定し、開始したと判断した場合（Ｙｅｓ）には
ステップＳ７１０においてタイマー２２０を起動させる。一方、ステップＳ７００で「Ｎ
ｏ」の場合には以下の処理を行わない。次いでステップＳ７２０では、入力されるデジタ
ル信号を無視（廃棄）し、ステップＳ７３０においてタイマー２２０がオフになったか否
か、つまり、タイムアウトしたか否かを判定し、タイムアウトしていなければ（Ｎｏ）ス
テップＳ７２０においてデーター無視を継続する一方、Ｙｅｓの場合にデータ無視を終了
する。そして、フラット部に相当する時間を除いた時間とその時間における押鍵深さから
押鍵速度を求めることができる。
【００２１】
　したがって、ＣＰＵ２００は、押鍵に応じて鍵変位量の変化（即ち、押鍵深さの変化）
がフラットに成り始めた時を検出して、この検出時点から予め設定した時間内の鍵変位量
データを無視した鍵変位量データに基づいて押鍵速度を正確に求めることができるように
なる。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　以上説明してきたように、本発明は鍵盤楽器に適用して好適な装置を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本装置１０００の構成の説明図である。
【図２】制御系の構成の説明図である。
【図３】遮光板の模式的説明図である。
【図４】押鍵深さとフォトトランジスタ出力電圧との関係の説明図である。
【図５】動作の説明図である。
【図６】動作の説明図である。
【図７】タイマー動作の説明図である。
【符号の説明】
【００２４】
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１　基板　
２　フロントピン
３　バランスピン
５　鍵
８　ダンパー
１０　弦
１４　クランク部
１５　突起部
２０　打鍵機構
１００　センサー部
２００　ＣＰＵ
２０５　ＲＯＭ
２１０　ＲＡＭ
２１５　Ａ／Ｄ変換部
２２０　タイマー
３００　音源
４００　遮光板
４１０　ＬＥＤ
４２０　フォトトランジスタ
１０００　鍵変位量検出装置

【図１】 【図２】

【図３】
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